
運営推進会議や地域連絡会へも参
加し、他の事業所との連携しなが
ら様々な事例に対応できる事業所
となれるようにする。インフォー
マルサービスや他の介護サービス
の情報を収集する。

ＢＣＰや災害のシュミレーションを通
して、地域の方の避難拠点としての想
定を行っていく。地域の方が避難時に
持ってきていただきたいものや、職員
の役割分担など具体的な備えをしてい
きたい。

ケアタウン安岡と協力して防災訓練を
行っている。防災時に貸し出しが出来
るようマットレスやシーツなどは少し
多めに取り置くようにしている。備蓄
食品等の確認や保管倉庫の場所も変更
した。

海岸に近く、最近は1年に1度は津
波に関する警報や注意報が発令さ
れている。そのようななか、自発
的に他のサービスと協力して防災
訓練を実施しており、心強く思
う。

災害の種類の応じた備えを具体的
に行う。他のサービスや近隣住民
とともに訓練を行う。

運営推進会議に参加している者以外
は、他の事業所との違いや、どんな施
設なのかわからないのではないか。行
事やイベントへの参加は写真入りの資
料があり、良くわかるようになってい
る。

事業所の内容が分かるよう地域に
広報を行っていく。今後も積極的
に地域活動に参加し、地域に根差
した事業所となる。

地域に出向く事で、近隣の方との交流
も行い、何かあれば頼れる事業所とな
るようにしたい。

地域の祭りや思い出の場所に出かける
ことで利用者の方の新たな一面を知る
事にも繋がっている。職員のモチベー
ションも向上できると思う。

プライバシーに配慮したうえで交
流ができればよい。地域に出向く
ことで地域の方と顔なじみになれ
るので今後も積極的に参加をお願
いしたい。

利用者それぞれのニーズに合わせ
た交流を今後も行っていく。地域
の方と顔なじみとなり、相談でき
る拠点となりたい。

生産性向上委員会を設置し、レクリ
エーションや生活機能向上訓練の時間
を多くとれるよう業務の見直しを行っ
ている。タブレットの活用について課
題がたくさんある。

業務の見直しを行い、レクリエー
ションや機能向上に取り組めてい
る。業務改善に皆で取り組み、余裕
が生まれた際は利用者のケアの充実
にあてていけたらよい。

生産性向上委員会や高齢者虐待防止委
員会の計画的な運営により、より良い
ケアを行う。担当者主体のモニタリン
グやカンファレンスにより、個別的な
ケアを行い利用者満足度が向上出来る
ようにする。

訪問マッサージや散髪、お花のボラン
ティア等介護保険以外のインフォーマ
ルサービスを今後も継続する。見学会
等地域の方に来ていただけるイベント
を企画する。

事業所の夏祭りには近隣の方にも来て
いただけるようお声かけをした。ボラ
ンティアやご家族にも来ていただけ交
流出来た。習字やお花のサークル活動
も継続している。

明るい雰囲気や季節感を大切にしてい
る様子がわかる。ご家族の意見があり
脱臭機や空気清浄機を購入し、環境整
備に取り組んだ。夏祭りや音楽会を行
い、地域の方やボランティア、ご家族
に参加していただける企画をしてい
る。

今後も地域の方やボランティア、
ご家族が来所しやすい雰囲気づく
りを行う。笑顔での挨拶や、理念
の唱和を朝礼で実施する。

年2回回覧板でのチラシ配布を行ってい
る。子ども食堂や夏祭り、清掃活動、
御神輿など地域の行事への参加を増や
せている。

Ｃ. 事業所と地域の
　　かかわり

Ｄ. 地域に出向いて
　　本人の暮らしを
　　支える取組み

Ｅ. 運営推進会議を
　　活かした取組み

Ｆ. 事業所の
　　防災・災害対策

タブレットが導入されるので、ケア記
録のICT化により業務効率が上がると
考えられる。利用者とのレクリエー
ションやケアの充実にあてていきた
い。

今後も定期的にチラシ等を作成するこ
とで、地域の方に知っていただく。地
域の行事へも参加し、地域の方が気軽
に相談に来ることができる事業所とな
りたい。

運営推進会議を通して、地域にとって
どのような事業所が良いのかを一緒に
考えていきたい。他の事業所とのつな
がりも強め、色々な事例に対応できる
ようにしたい。

Ａ. 事業所自己評価の
　　確認

Ｂ. 事業所の
　　しつらえ・環境

運営推進会議を通じて、情報交換や地
域活動への参加が増加したと思う。地
域での事例等も一緒に考えていきたい
と思う。

前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

2人 人 10人1人 人

運営推進会議で様々な情報や意見
が出ていると思う。今後地域の困
りごとの拠点となるようご尽力い
ただきたい。地域での事例も一緒
に考えていけるとよい。

項目 前回の改善計画

近隣事業所 事業所職員 その他 合計

1人 3人 1人 1人

法人・
事業所
の特徴

一人ひとりのケアを大切に利用者の意思を尊重した介護支援
を目標に実施して参ります。「あなたの歓びがわたしの生き
がいです」をスローガンとしています。
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